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１．平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）単独業績予想の修正

(１) 単独業績予想
売 　上　 高 経 常 利 益

前回発表予想（Ａ） 19,500
今回修正予想（Ｂ） 18,800
増減額（Ｂ－Ａ） △ 700
増 減 率 △ 3.6%
(注) 営業利益予想  前回発表  △560、今回修正  △420

(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考 前期の実績 （平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）
売 　上　 高 経 常 利 益

通      期 18,399
(注) 営業利益  △1,237

２．平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）連結業績予想の修正

(１) 連結業績予想
売 　上　 高 経 常 利 益

前回発表予想（Ａ） 21,500
今回修正予想（Ｂ） 20,500
増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,000
増 減 率 △ 4.7%
(注) 営業利益予想  前回発表  △560、今回修正  △420

(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考 前期の実績 （平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）
売 　上　 高 経 常 利 益

通      期 20,030
(注) 営業利益  △1,240
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  主に、連結財務諸表提出会社（当社）の平成１５年３月期業績予想の修正に伴い、 連結
業績予想の修正を行うものです。
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  昨年秋に策定した収益構造改革計画強化策が順調に進捗し、計画を上回るコスト削減が
進みましたため、経常損失は減少する見通しであります。一方、構造改革の一層の推進に
より特別損失は増加するため、最終損益は前回公表通りとなる見通しです。
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業績予想の修正に関するお知らせ

　昨年１１月１８日の中間決算発表時に公表いたしました平成１５年３月期（平成１４年４月１日
～平成１５年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。


